
特集

みんなで支える下水道
インフルエンザの予防接種
糖尿病を正しく理解していますか
みんなで選ぼう市の木と市の花
市県民税などが変わります



下
水
道
事
業
は
、地
方
財
政
法
で
、市

町
村
が
公
営
企
業
と
し
て
経
営
す
る
よ

う
に
定
め
ら
れ
、そ
の
経
理
は
特
別
会
計

を
設
け
て
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、雨
水
を
処
理
す
る
経
費
や
、

公
共
用
水
域
の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
に

必
要
な
経
費（
排
水
設
備
の
設
置
や
、水
洗

便
所
の
改
造
に
関
す
る
事
務
経
費
）な
ど
、

一
般
会
計
で
負
担
す
る
経
費
を
除
き
、独

立
採
算
制
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
、教
育
な
ど
の
一
般
行
政
活
動
は
、

主
な
財
源
が
税
金
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
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下
水
道
は
、雨
水
に
よ
る
浸
水
を
防
ぎ

汚
水
の
処
理
を
し
て
、河
川
な
ど
の
水
質
を
保
全
す
る
な
ど

快
適
で
衛
生
的
な
生
活
を
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
公
共
財
産
で
す
。

本
市
の
下
水
道
使
用
料
は

徳
山
市
・
新
南
陽
市
・
熊
毛
町
・
鹿
野
町
合
併
協
議
会
の
決
定
に
よ
り

現
在
も
旧
２
市
２
町
の
使
用
料
体
系
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

来
年
４
月
に
は
、合
併
後
４
年
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

使
用
料
体
系
を
統
一
す
る
と
と
も
に

老
朽
化
施
設
の
更
新
や
、機
能
向
上
に
取
り
組
む
た
め

使
用
料
の
改
定（
平
均
15
・
56
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上
げ
）を
行
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
の
経
費
の
現
状
は

下
水
道
事
業
は
、下
水
道
を
利
用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
支
払
っ
た
使

用
料
を
財
源
に
、独
立
採
算
を
前
提
に
し
た
特
別
会
計
で
運
営
す
る
こ
と

を
原
則
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、現
状
で
は
、下
水
道
使
用
料
収
入
は
、汚
水
の
処
理
に
か
か
る

経
費
全
体
の
46
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
し
か
な
く
、不
足
分
を
市
の
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。こ
の
不
足
分
が
、市
の
一
般
的
な
行

政
活
動
の
経
費
を
圧
迫
す
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
１

※
２

み
ん
な
で
支
え
る

下
水
道
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下
水
は
自
然
現
象
に
よ
る「
雨
水
」
と
、

家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

「
汚
水
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
処
理
す
る
経
費
も
「
雨
水
」

の
処
理
は
税
金
な
ど
の
公
費
、「
汚
水
」の

処
理
は
皆
さ
ん
が
支
払
っ
た
使
用
料
、と

区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
「
汚
水
」の
処
理
は
、下
水
道
の

使
用
料
で
運
営
す
る
「
受
益
者
負
担
」
が

原
則
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
ば
の
説
明

※
１
特
別
会
計
…
一
般
会
計
と
区
別
し
て
、

特
定
の
歳
入
歳
出
を
別
個
に
処
理
す
る

た
め
の
会
計
。

※
２
一
般
会
計
…
市
の
行
政
運
営
の
基
本

的
な
経
費
を
網
羅
し
て
計
上
し
た
会
計
。

汚水処理経費に占める使用料収入の割合（図1）
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経
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維持管理費
汚水を集めて処理場ま

で運ぶ下水道管やポン

プ場、及び汚水をきれ

いな水にするために必

要な処理場の運転や

修繕などに係る経費

改定前 改定後

使用料
100％

使用料
100％

使用料
24％

使用料
37％

一般会計
繰入金
76％

一般会計
繰入金
63％

本
市
の
下
水
道
使
用
料
は
「
新
市
移
行
後
も
、当
分
の
間
現
行
ど
お
り

と
し
、随
時
調
整
す
る
」
と
し
た
徳
山
市
・
新
南
陽
市
・
熊
毛
町
・
鹿
野
町

合
併
協
議
会
の
決
定
を
受
け
て
、旧
２
市
２
町
の
使
用
料
体
系
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
、こ
の
使
用
料
体
系
を
一
本
化
す
る
と
と
も
に
、下

水
道
事
業
特
別
会
計
の
赤
字
の
段
階
的
な
解
消
を
図
り
、下
水
道
財
政

の
健
全
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、使
用
料
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

使
用
料
を
改
定
す
る
理
由
は

■
下
水
道
使
用
料
の
現
状

資本費
汚水処理にかかわる下

水道管、ポンプ場や処

理場などを建設するた

めに借入れた下水道事

業債の償還元金と利息

を合算したもの

し
か
し
、市
の
下
水
道
事
業
特
別
会
計

の
現
状
は
、汚
水
処
理
に
必
要
な
財
源
の

約
54
パ
ー
セ
ン
ト
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
不
足
分
は
、本
来
は
使
用
料
の
収

入
で
賄
う
も
の
で
す
が
、こ
れ
を
下
水
道

を
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
一
度
に
負
担
し

て
も
ら
う
と
、
高
額
な
使
用
料
に
な
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
受
け
て
い
ま
す
が
、利
用

す
る
皆
さ
ん
の
負
担
が
急
激
に
高
ま
ら
な

い
よ
う
に
、３
年
間
ご
と
に
見
直
し
を
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
使
用
料
改
定
で
は（
図
１
）の
と

お
り
、汚
水
処
理
経
費
の
う
ち
、維
持
管
理

費
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
、資
本
費
は
現
行

の
24
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
37
パ
ー
セ
ン
ト
に
使

用
料
の
占
め
る
割
合
を
引
き
上
げ
ま
す
。

上
・
下
水
道
な
ど
の
公
営
企
業
は
、利
用

す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
使
用
料
を
財
源
に
し

て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
の
下
水
道
事
業
特
別
会

計
の
収
支
状
況
は
、下
水
道
使
用
料
収
入

が
約
19
億
６
０
０
０
万
円
で
あ
る
の
に
対

し
て
、資
本
費
を
含
む
汚
水
処
理
経
費
は

約
42
億
５
０
０
０
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
下
水
道
使
用
料
で
運

営
す
る
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、現
状
で
は
使
用
料
に
よ
る
収

入
は
、汚
水
処
理
経
費
の
46
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
で
、不
足
す
る
約
22
億
９
０
０
０
万
円

は
、一
般
会
計
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、こ
の
不
足
分
が
、他
の
行
政

活
動
の
経
費
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。



テ
ム
で
は
大
雨
の
と
き
に
下
水
を
処
理
し

き
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

時
代
の
流
れ
に
対
応
し
、環
境
に
や
さ

し
く
、よ
り
高
度
な
下
水
処
理
施
設
の
維

持
管
理
に
万
全
を
期
す
る
た
め
に
は
、そ

の
経
費
の
増
大
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

併
せ
て
、下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
赤

字
の
段
階
的
な
解
消
を
図
り
、下
水
道
財

政
の
健
全
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

平
成
18
年
度
か
ら
使
用
料
の
改
定（
平
均

15
・
56
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上
げ
）を
行
い

ま
す
。

ま
た
、今
回
の
改
定
に
合
わ
せ
て
、農
業
・

漁
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
も
、下
水
道

使
用
料
の
料
金
体
系
に
統
一
し
ま
す
。

一
般
汚
水

こ
れ
ま
で
は
、１
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
10

立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
使
用
料
は
、従
量

（
使
用
し
た
量
）料
金
が
含
ま
れ
る
基
本

使
用
料
で
し
た
。

今
回
の
改
定
で
は
、基
本
使
用
料
と
従

量
料
金
に
分
け
て
、従
量
料
金
を（
表
１
）

の
と
お
り
、９
つ
の
ラ
ン
ク
に
区
分
に
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、使
用
実
態
に
対
応
し
た
負
担

区
分
に
す
る
と
と
も
に
、利
用
す
る
皆
さ

ん
の
節
水
努
力
が
、使
用
料
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

公
衆
浴
場
汚
水
・
温
泉
汚
水

汚
水
の
排
出
量
が
１
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
基
本
料
金
を
設
け
て
、１
０
１
立

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
従
量
料
金
を
、公
衆

衛
生
の
観
点
な
ど
に
配
慮
し
て
、一
般
汚

水
よ
り
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

水
道
以
外
の
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合

一
人
当
た
り
の
下
水
道
使
用
水
量
を
６

立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、使
用
人
数
に
乗
じ

改定後の下水道使用料（表1）

一
　
般
　
汚
　
水

温
泉
汚
水

公
衆
浴
場
・

汚
水

区
分
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■
維
持
管
理
に
万
全
を
期
し
ま
す

■
使
用
料
体
系
を
見
直
し
ま
す

下
水
道
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で

安
全
・
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、必

要
不
可
欠
な
都
市
基
盤
施
設
で
す
。

市
で
は
計
画
的
な
下
水
道
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、徳
山
・
新
南
陽
地
域
で
は

供
用
開
始
か
ら
25
年
以
上
が
経
過
し
て
、

下
水
道
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
、ポ
ン
プ
場
、浄
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
老
朽
化
が
進
み
、施
設
の

更
新
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、徳
山
地
域
の
一
部
で
は
、汚
水
と

雨
水
を
一
緒
に
集
め
て
処
理
す
る
合
流
式

下
水
道
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
シ
ス

た
も
の
を
使
用
水
量
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

水
道
以
外
の
水
と
、水
道
水
を
併
用
し
て

使
用
し
て
い
る
場
合

井
戸
水
な
ど
水
道
以
外
の
水
の
使
用

水
量
を
一
人
当
た
り
３
立
方
メ
ー
ト
ル
と

し
て
、使
用
人
数
を
乗
じ
た
も
の
と
、水
道

使
用
水
量
を
加
算
し
た
も
の
を
、下
水
道

使
用
水
量
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

１か月あたりの使用料

基本使用料 従量料金（１Kあたり）

1,070円 0Kから10Kまで 17円

10Kを超え20Kまで 167円

20Kを超え30Kまで 188円

30Kを超え50Kまで 198円

50Kを超え100Kまで 205円

100Kを超え200Kまで 210円

200Kを超え500Kまで 215円

500Kを超え1,000Kまで 220円

1,000Kを超えるもの 225円

100Kまで 100Kを超えるもの 63円

9,975円　

使用水量 改定使用料 現行の使用料

（K／月） 徳山地域 新南陽地域 熊毛地域 鹿野地域

0 1,070円 1,050円 997円 1,312円 1,260円

5 1,155円 1,050円 997円 1,312円 1,260円

10 1,240円 1,050円 997円 1,312円 1,260円

15 2,075円 1,785円 1,680円 2,021円 1,935円

20 2,910円 2,520円 2,362円 2,730円 2,610円

25 3,850円 3,360円 3,176円 3,465円 3,285円

30 4,790円 4,200円 3,990円 4,200円 3,960円

35 5,780円 5,040円 4,803円 4,935円 4,635円

40 6,770円 5,880円 5,617円 5,670円 5,310円

45 7,760円 6,720円 6,431円 6,405円 5,985円

50 8,750円 7,560円 7,245円 7,140円 6,660円

改定後の一般汚水の下水道使用料と現行の使用料の比較
※一般的な使用水量を目安に、現行の使用料と改定後の使用料を比較したものです。
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市
で
は
、下
水
道
財
政
の
健
全
化
に
向

け
て
、利
用
す
る
皆
さ
ん
に
負
担
を
求
め

る
前
に
、内
部
で
の
経
費
削
減
に
努
め
ま

し
た
。

ま
ず
維
持
管
理
費
を
削
減
す
る
た
め
、

合
併
後
に
次
の
よ
う
な
経
営
改
善
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

●
機
構
改
革
に
よ
る
、下
水
道
業
務
の
一

元
化
と
職
員
の
削
減

●
構
造
改
革
特
区
の
活
用
に
よ
る
、徳
山

中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
江
口
ポ
ン
プ
場

の
電
気
使
用
料
の
節
減

●
下
水
道
事
業
債
の
高
金
利
債
か
ら
低

金
利
債
へ
の
借
換
え

●
技
術
基
準
な
ど
の
見
直
し
に
よ
る
、工

事
コ
ス
ト
の
削
減

●
薬
品
な
ど
の
一
括
購
入

●
し
渣さ

（
汚
水
の
中
に
含
ま
れ
る
ご
み
類
）

の
処
分
な
ど
の
契
約
の
一
本
化

●
全
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
、測
定

装
置
な
ど
の
機
種
の
統
一

●
水
質
分
析
の
共
同
化

●
汚
泥
の
活
用（
肥
料
、セ
メ
ン
ト
の
原
料

化
）

●
下
水
道
促
進
デ
ー
な
ど
を
活
用
し
た

水
洗
化
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

今
後
の
下
水
道
事
業
は
、下
水
道
施
設

の
整
備
か
ら
、維
持
管
理
主
体
の
事
業
へ

と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、今
後
と
も
経
営
改
善

に
向
け
、次
に
掲
げ
る
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
、一
層
効
率
的
な
管
理
運
営

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

健
全
な
下
水
道
財
政
に
向
け
て

問
合
せ

下
水
道
業
務
課

1
０
８
３
４
―
61
―
４
２
０
４

1
０
８
３
４
―
61
―
４
２
０
５

市
内
の
下
水
道
事
業
は
、徳
山
・
新
南
陽
地
域
で
は
、ほ
ぼ
整
備
が
完

了
し
つ
つ
あ
り
、熊
毛
・
鹿
野
地
域
の
整
備
も
順
調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
本
市
の
下
水
道
事
業
は
、施
設
整
備
主
体
か
ら
、維
持
管
理
主

体
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、新
た
な
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、安
心
・
安
全
な
下
水

道
事
業
の
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、下
水
道
財
政
の
健
全
化
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

に
努
め
、下
水
道
財
政
の
健
全
化
を
め
ざ

し
ま
す
。

●
水
洗
化
の
促
進

●
不
明
水
対
策

●
民
間
委
託
を
視
野
に
入
れ
た
、浄
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
運
転
管
理

●
処
理
水
な
ど
の
下
水
資
源
の
有
効
活
用

●
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
た
、

維
持
管
理
コ
ス
ト
の
削
減

●
整
備
計
画
の
進
ち
ょ
く
な
ど
に
応
じ

た
、職
員
数
の
削
減

■
内
部
経
費
の
削
減

■
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
取
り
組
み

鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター鹿野浄化センター

徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター徳山東部浄化センター
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自動車ポンプの部は、ホース延長から放水までの基本的な
操作の確実性や素早さなどを競います

ぎこちない手つきで丸太切りに挑戦する子どもたち。周りの
声援に支えられてペースがあがります

消防技術を競う大会で
見事優勝

県
消
防
操
法
大
会
と
県
女
性
消
防

操
法
大
会
が
、県
消
防
学
校
で
９

月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
で
市
消
防
団
第
12
分
団

櫛
浜
支
部
が
、水
バ
ケ
ツ
消
火
競

技
の
部
で
は
須
々
万
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
が
、そ
れ
ぞ
れ
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。
消
防
活
動
に
携
わ
る

皆
さ
ん
が
、消
防
操
法
の
技
を
競

う
こ
の
大
会
。
皆
さ
ん
の
優
勝
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
遺
憾
な

く
発
揮
さ
れ
た
結
果
で
す
。

秋晴れの行楽を
せせらぎのほとりで満喫

わ
ん
ぱ
く
元
気
な
子
ど
も
、鹿
野
に

集
ま
れ
。
10
月
９
日
に
、せ
せ
ら
ぎ

パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス

タ
」
は
、多
く
の
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
一
帯
は
親

子
で
楽
し
め
る
マ
ス
釣
り
大
会
や

丸
太
切
り
競
走
、わ
ん
ぱ
く
マ
ラ

ソ
ン
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、地
元

の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
バ
ザ
ー

が
満
載
。
参
加
者
は
澄
み
き
っ
た

秋
空
の
中
で
、行
楽
の
秋
、食
欲

の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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色鮮やかな民族衣装を身にまとったフォークダンスの皆さ
ん。ゆめ風車の前に、音楽に合わせて花が咲いたようでした

ゆめ風車の魅力を
再発見

永
源
山
公
園
で
10
月
10
日
、ゆ
め
風

車
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ゆ
め
風
車
の
前
の
広
場
で
行
わ
れ
た
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
メ
ン
コ
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、多
く
の

観
客
の
皆
さ
ん
か
ら
、惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、会
場
内
で
は
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
も
行
わ

れ
、訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、さ
わ
や
か

な
秋
の
ひ
と
と
き
を
思
い
思
い
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

八
や

代
しろ

地区※熊毛地域

八代地区は熊毛地域
の北部に位置し、烏

え

帽
ぼ

子
し

岳
だけ

など四方を山々に囲まれ
た、自然豊かな地区です。
八代地区が世界に誇れるもの

といえば、何といっても国の天然記念物に指定され
ている「八代のナベヅル」でしょう。
ナベヅルは、例年10月下旬に遠くシベリアから飛
来し始め、昨年は13羽が八代にやって来ました。飛
来数は昭和15年を境に、年々減少しています。
しかし、ツルを守ろうという熱い思いを抱く地区の
皆さんは「子ども１００人、ツル１００羽」という目標を立
て、ナベヅルも人間も住みやすいまちづくりをめざし
て、日々頑張っています。
目標の実現には、まだまだ課題が多くありますが、

地区の皆さんの熱い思いがナベヅルに届き、一羽で
も多くのナベヅルが八代に来てくれることを願って
います。

ナベヅルも人間も
住みやすいまちを

でーたふぁいる 【9月3１日現在】
●人口／921人　　●世帯／347世帯

★★★★★★★★★★★★★★★★★



６
年
ぶ
り
の
神
楽
舞

今
年
は
、６
年
に
一
度
の
三
作
み
つ
く
り

神
楽
か
ぐ
ら

の

式
年
祭
の
年
。
新
南
陽
地
域
の
和
田
、三

作
地
区（
林
・
原は
ら

赤あ
か

・
中
村
の
３
自
治
会
を

合
わ
せ
た
呼
び
方
）に
伝
わ
る
神
楽
舞
が
、

11
月
13
日（
日
）に
、三
作
神
楽
伝
承
館
前

に
設
け
ら
れ
た
神か

ん

殿ど
ん

で
行
わ
れ
ま
す
。

三
作
神
楽
は
、大
宝
年
間（
約
１
３
０

０
年
前
）か
ら
伝
わ
る
と
い
わ
れ
、神
楽
の

古
式
を
現
代
に
伝
え
る
貴
重
な
も
の
と
し

て
、昭
和
62
年
に
県
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
、平
成
12
年
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

力
強
い
跳
躍
の
舞

「
日
本
の
各
地
に
伝
わ
る
神
楽
の
う
ち
、

三
作
神
楽
の
一
番
の
特
色
は
、俗
に『
コ
イ

の
滝
登
り
』
と
い
わ
れ
る
上
下
の
激
し
い

動
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

今
回
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
三
作
神
楽

保
存
会
の
会
長
伊い

藤と
う

禎て
い

亮す
け

さ
ん
。

「
今
回
は
、国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
式
年
祭
。

こ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
神
楽
を
、き
っ

ち
り
と
正
確
に
披
露
で
き
る
よ
う
に
、全

員
が
一
生
懸
命
努
め
ま
す
」と
伊
藤
さ
ん
。

式
年
祭
で
は
、３
人
の
舞
子
が
激
し
く

跳
躍
し
て
舞
う
「
三さ
ん

方ぽ
う

荒こ
う

神じ
ん

の
舞
」
を
は

じ
め「
卓

し
ょ
く
の
舞
」
な
ど
、三
作
神
楽
に
し
か

な
い
と
い
う
舞
も
含
め
全
部
で
23
番
あ
る

舞
を
、１
日
か
け
て
行
い
ま
す
。

伝
統
の
神
楽
を
、次
代
に
つ
な
ぐ

舞
子
や
囃
子
は
や
し

、神
殿
づ
く
り
な
ど
、三

作
地
区
の
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
準
備

を
し
て
き
た
式
年
祭
。
し
か
し
、地
区
内

の
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、今
年
は
、

和
田
小
・
中
学
生
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

【
無
形
民
俗
文
化
財
】

無
形
民
俗
文
化
財
と
は
、正
月
や

盆
行
事
な
ど
と
い
っ
た
「
風
俗

習
慣
」
や
、神
楽
や
田
楽
、獅
子
舞
な

ど
と
い
っ
た
「
民
俗
芸
能
」、ま
た
「
民

俗
技
術
」
な
ど
、人
々
が
日
常
生
活
の

中
で
生
み
出
し
継
承
し
て
き
た
も
の
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
う
し
た
も
の
の

中
で
、
国
の
指
定
を
受
け
た
も
の
は

「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。

※

※

■

躍
動
感
あ
ふ
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激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
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し
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舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
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し
く
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三
作
神
楽
■

■

躍
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神
楽
■

■

躍
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作
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楽
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■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
神
楽
■

■

躍
動
感
あ
ふ
れ
激
し
く
舞
う
三
作
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楽
■

■

躍
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感
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し
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三
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■

躍
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三
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■

式年祭に向け、三作神楽を伝承する子どもたちと
練習に汗を流す伊藤さん

三作神楽伝承館�

国道376号�

↓徳地�

↑大道理�

和田�
公民館�和田小学校�

夏切橋�

島
地
川�

3人が協力して編んだ縄に力強く登っていく三方荒神の舞
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22
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

毎
週
日
曜
日
に
練
習

を
重
ね
「
二
つ
弓
の
舞
」
な

ど
10
の
舞
が
、和
田
地
区
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、平
成
18
年
に
開
催
さ
れ
る
国
民

文
化
祭
で
も
、本
市
で
開
催
さ
れ
る
「
神

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
、披
露
が
予
定
さ
れ

て
い
る
な
ど
、三
作
神
楽
保
存
会
の
皆
さ

ん
は
、神
楽
を
絶
や
さ
ず
、次
の
世
代
に
伝

え
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。



大会に参加した皆さん。競技は、バケツをリレーし、
一定量の水を的に入れる時間と動作などを競います

「
出
場
し
た
皆
さ
ん
が
、限
ら
れ
た
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
た
結
果
。
名
誉
あ
る
受

賞
に
ク
ラ
ブ
員
一
同
大
喜
び
で
す
」
と
話

す
の
は
、９
月
17
日
に
、山
口
市
で
行
わ
れ

た
、県
女
性
消
防
操
法
大
会
の
水
バ
ケ
ツ
消

火
競
技
で
優
勝
し
た
、須
々
万
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
の
委
員
長
を
務
め
る
末
政
さ
ん
。

須
々
万
地
区
で
「
日
ご
ろ
か
ら
、火
を

よ
く
使
う
私
た
ち
主
婦
が
、真
剣
に
防
火

に
つ
い
て
考
え
な
く
て
は
」
と
、平
成
７
年

に
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

自
治
会
ご
と
に
お
お
む
ね
一
人
程
度
、27

人
の
ク
ラ
ブ
員
が
防
火
や
防
災
の
啓
発
な

ど
を
行
う
、地
域
の
防
火
活
動
に
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
家
事
の
合
間
を
縫
っ
て
の
活
動
で
、ク
ラ

ブ
員
は
、家
族
に
遠
慮
が
ち
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
委
員
長
と
し
て
、背
中
を
押
す

つ
も
り
で
、物
事
を
決
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、始
め
て
し
ま
う
と
、前
向
き
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
て
い
ま
す
」
と
末
政
さ
ん
。

「
こ
の
度
の
出
場
も
、そ
う
し
て
決
め
ま

し
た
が
、選
手
だ
け
で
な
く
、そ
れ
を
支
え

た
ク
ラ
ブ
員
や
家
族
、そ
し
て
地
域
の
皆
さ

ん
な
ど
の
協
力
も
あ
っ
て
、充
実
し
た
練
習

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、８
月
か

ら
夜
間
に
行
っ
た
練
習
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
高
齢
社
会
を
迎
え
、高
齢
者
へ
の
防
火

意
識
の
啓
発
や
、子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
、

ま
た
自
然
災
害
に
対
し
私
た
ち
に
何
が
で

き
る
か
を
、考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん

須々万婦人防火クラブ委員長

末政ミチ子さん
すえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こすえまさ み　ち　こ

地
域
の
女
性
で

防
火
活
動

■徳山吹奏楽団定期演奏会

●日時／11月6日（日）14時～●場

所／文化会館●入場料／500円●問

合せ／徳山吹奏楽団橋
はし

本
もと

さん10834

―63―8422・ホームページhttp://

homepage3.nifty.com/tokusui/

■あーと・jam
じゃむ

アーティストが溶け合って1つの味を

作り出します。●日時／11月6日（日）

10時30分～15時●場所／市民交流

センター●内容／パネル展示、バザー、

ステージイベント、体験コーナーなど●

問合せ／とくやま元気隊○
えん

野
の

村
むら

さん

10834―31―7117

■ふれあいの森なんでも工房

工房作品の展示と、作品づくりの体験

（毎週日曜日）です。●期間／11月6日

（日）～27日（日）●場所／須々万ふれ

あいの森●問合せ／なんでも工房事務

局村
むら

田
た

さん1090―7370―2848

■家事家計講習会

●日時／11月17日（木）10時～12

時●場所／文化会館●内容／市民節

電所事業に参加して、ほか●参加料／

350円●問合せ／徳山友の家（火・木

曜日）10834―31―4729

■モラロジー講演会

●日時／11月13日（日）14時30分

～16時40分●場所／熊毛公民館●

講師／今
いま

川
がわ

義
よし

明
あき

さん●問合せ／周南

東モラロジー事務所熊毛ニューモラ

ル会河
かわ

佐
さ

さん10833―91―4729

■周南レディースバレーボール大会

●対象／周南地区に在住・勤務する女性

●日時／11月27日（日）8時30分～

●場所／久米・桜木小学校●参加料／

2,000円●申込み／11月20日（日）ま

でに、徳山家庭婦人バレーボール連盟事

務局萩
はぎ

原
わら

さん10834―89―0008

■サンタクロースがプレゼントを配達

保護者が用意したプレゼントを、ボラ

ンティアが届けます。●対象／徳山・新

南陽地域に在住する、小学生以下の障

害児●日時／12月22日（木）18時～

●定員／30人●申込み／11月21日

（月）までに、周南ボランティアサーク

ル毎
まい

田
だ

さん1080―5615―4309・

Eメールr.p.d.stars110@ezweb.ne.jp

伝�伝�言�
板�
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皆さんの活動の情報を掲載します
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● ●

対
象

小
・
中
学
生

日
時

12
月
4
日（
日
）10
時
〜
14
時
で

い
つ
で
も

場
所

市
陸
上
競
技
場

定
員

50
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

テ
ー
マ

み
ん
な
の
未
来
を
描
こ
う

参
加
費

１
０
０
円

申
込
み

11
月
18
日（
金
）
ま
で
に
、住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

■
い
ず
れ
も

申
込
先

〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山

通
１
―
１
元
気
こ
ど
も
課
1
０
８
３
４

―
22
―
８
３
３
１
・
5
０
８
３
４
―
22
―

８
３
３
９
・
Ｅ
メ
ー
ルgenkikodom

o@
city.

shunan.yam
aguchi.jp

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■元気こども総合相談センター

子どもに関するさまざまな相談

場所 市役所本庁舎本館3階元気こども課内

■元気こども24時間ホットライン（年中無休）

10834―31―2400

（みんないっしょに24時間○
まる

○
まる

待っTEL
てる

よ）

■家庭児童相談室

子育て、母子（父子）家庭、寡婦の人への自

立に向けた悩み、貸付など

場所 市役所東本館2階児童家庭課内10834―

22―8452

■総合支所などでの「家庭児童相談日」

新南陽総合支所…●毎週火曜日10時～16

時（自立支援･貸付）●毎週水曜日10時～

16時（家庭児童相談）

熊毛総合支所…第2木曜日10時～16時

鹿野公民館…第4木曜日10時～16時

問合せ 児童家庭課1 0834―22―8452

■ヤングテレホンしゅうなん（教育相談）

学習、しつけ、悩み、進路、不登校いじめ、など

10834―21―7830

場所 教育委員会生涯学習課内

いじめ相談フリーダイヤル…80120―

783090

■子どものこと相談（教育相談）日

日時と場所 11月1日（火）、18日（金）12月6日

（火）13時30分～16時30分、勤労福祉センター

問合せ 生涯学習課青少年教育担当10834―

22―8697

「ズーキャンプ」

●一番楽しかったことは、作っ

た行
あん

灯
どん

に火をつけて、夜の動

物園を回ったことです。みんな

でバーベキューをして食べたことも楽しかったです。

（村瀬さん）●普段できないことが体験できました。

たとえば、早朝の動物たちの姿が見られたことなどで

す。参加してよかったです。（福谷さん）●ズーキャン

プで、新しい発見と友達もできて、とても楽しい2日

間でした。また来年も参加したいです。（末永さん）

in

徳 山 動 物 園

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

近
年
、児
童
虐
待
は
、子
ど
も
の
命

が
失
わ
れ
る
重
大
な
事
件
も
後
を
絶

た
ず
、相
談
件
数
も
増
加
し
続
け
、深

刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、急
増
す
る
児
童
虐
待
問

題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
を
喚
起
す

る
た
め
、11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
か
な
、と
疑
い
を
も
っ
た

ら
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
情
報
源
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

連
絡
先

周
南
児
童
相
談
所
1
０
８

３
４
―
21
―
０
５
５
４
、ま
た
は
児
童

家
庭
課
1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
５
２

子どもに関する相談窓口

末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）末永紗梨さん（勝間小学校5年）

村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）村瀬加奈さん（戸田小学校6年）

福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）福谷夏海さん（富田東小学校5年）

むら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か なむら せ　か な

ふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ みふく や なつ み

すえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ りすえなが さ り

１１月は全国青少年健全育成強調月間です
～地域で育てよう 心豊かでたくましい青少年～
全国で「大人が変われば子どもも変わる」や、第3

日曜日は「家庭の日」、などを合言葉に、さまざまな活
動が行われています。
大人が社会の基本ルールを守り、子どもの手本と

なることに努め「地域の子どもは地域で育てる」とい
う機運を高めましょう。

■
イ
ラ
ス
ト

12
月
４
日（
日
）に
、市
陸
上
競
技
場
で

行
う
「
元
気
こ
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
」の
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ（
げ
ん
き
）

く
ん
」、「
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ（
ゆ
め
）ち
ゃ
ん
」の
イ
ラ

ス
ト
や
、ぬ
り
絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

申
込
み

11
月
30
日（
水
）ま
で
に
、イ
ラ

ス
ト
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
、は
が
き
で

■
元
気
こ
ど
も
マ
ン
ガ
大
会
の
参
加
者

元
気
こ
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
で
、な
か
は
ら

か
ぜ
さ
ん（
漫
画
家
）と
一
緒
に
、漫
画
を

描
き
ま
せ
ん
か
。
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

募
集

GENKI
げ ん き

くん YUME
ゆ め

ちゃん



■美術展
びじゅつてん

（写真
しゃしん

）

カメラは携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

にも付
つ

いていて、

実
じつ

はとても身
み

近
ぢか

なものなのです。写
しゃ

真
しん

を「とること」や「見
み

ること」の楽
たの

しさ

は、皆
みな

さんも感
かん

じたことがあるのでは

ないでしょうか。

全
ぜん

国
こく

から募集
ぼしゅう

した写
しゃ

真
しん

をたくさん展
てん

示
じ

するので、一
いち

枚
まい

一
いち

枚
まい

をじっくり見
み

て

「とった」人
ひと

からのメッセージを受
う

け取
と

ってください。

■洋
よう

舞
ぶ

フェスティバル(クラシックバレ

エ・モダンダンス)

洋
よう

舞
ぶ

って何だろう。それは、ヨーロッ

パで生
う

まれた踊
おど

りのことです。

なかでも伝
でん

統
とう

的
てき

な「クラシックバレ

エ」や新
あたら

しい表現方法
ひょうげんほうほう

の「モダンダン

ス」は、ステージの上
うえ

で体
からだ

のすべてを

使
つか

って表現
ひょうげん

する美
うつく

しい踊
おど

りです。

表現
ひょうげん

されている気
き

持
も

ちや感情
かんじょう

を、体
からだ

や指
ゆび

先
さき

の動
うご

きから感
かん

じ取
と

ってください。

■神楽
かぐら

フェスティバル

神楽
かぐら

は、神
かみ

様
さま

にお願
ねが

いする気
き

持
も

ちを

込
こ

めて舞
ま

う踊
おど

りのことです。

舞
まい

にはいろいろな意
い

味
み

があり、日本
にっぽん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な服
ふく

を着
き

た人
ひと

たちが横
よこ

笛
ぶえ

な

どの音
おん

楽
がく

に合
あ

わせて舞
ま

い踊
おど

ります。

昔
むかし

の人
ひと

が神
かみ

様
さま

へ届
とど

けたいと思
おも

った

願
ねが

いを、皆
みな

さんも感
かん

じてください。

■吹
すい

奏
そう

楽
がく

の祭
さい

典
てん

音
おん

楽
がく

を聞
き

いたり、楽器
がっき

を演
えん

奏
そう

すると

楽
たの

しくなりませんか。

フルートやクラリネット、トランペット

など、一
ひと

つひとつの楽
がっ

器
き

から生
う

まれる

優
やさ

しい音
おと

、激
はげ

しく大
おお

きな音
おと

。いろいろ

な音
おと

が組
く

み合
あ

わされると素
す

晴
ば

らしい

音
おん

楽
がく

になります。心
こころ

に響
ひび

くような素
す

晴
ば

らしい音
おん

楽
がく

が生
う

まれる瞬間
しゅんかん

を、ぜひ聞
き

きに来
き

て確
たし

かめてください。

■マーチング･バトントワリングの祭
さい

典
てん

マーチングは、楽
がっ

器
き

を演
えん

奏
そう

しながら

いろいろな形
かたち

に隊
たい

形
けい

を組
く

み変
か

えたりす

る、見
み

ていても楽
たの

しいものです。

バトントワリングは、音
おん

楽
がく

に合
あ

わせて

バトンを自
じ

在
ざい

に操
あやつ

って美
うつく

しい演
えん

技
ぎ

をし

ます。

どちらも、大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

が心
こころ

を合
あ

わせ、

音
おん

楽
がく

と舞
まい

が一体
いったい

になるものです。皆
みな

さ

んも、見
み

て、聞
き

いて、そして心
こころ

で音
おん

楽
がく

と

舞
まい

のハーモニーを感
かん

じてください。

くわしくは…

生涯学習課
しょうがいがくしゅうか

10834―22―8622

来ら
い

年ね
ん

、開か
い

催さ
い

さ
れ
る
国こ

く

民み
ん

文ぶ
ん

化か

祭さ
い

。

市し

内な
い

で
開ひ

ら

か
れ
る
５
つ
の
イ
ベ
ン
ト
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来
らい

年
ねん

の11月
がつ

には、日本
にっぽん

で一
いち

番
ばん

大
おお

きな文
ぶん

化
か

のイベント、国
こく

民
みん

文
ぶん

化
か

祭
さい

が、県
けん

内
ない

各
かく

地
ち

で開
ひら

かれます。

市
し

内
ない

では、いったい、どんなイベ

ントが行われるのでしょうか。

今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング今年行われたプレ国民文化祭のマーチング
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
重
症
化
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
高
齢
者
に
つ
い
て
、予
防
接
種
の
負
担
額
が
軽
減

さ
れ
て
い
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、次
の
説
明
を
よ
く
読
ん
で
、

実
施
医
療
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
て
か
ら
受
診
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は

●
予
防
接
種
を
受
け
る

●
で
き
る
だ
け
人
ご
み
を
避
け
る

●
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
栄
養
や
休
養
を

と
る

●
室
内
を
乾
燥
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

予
防
接
種
の
効
果

予
防
接
種
は
、症
状
が
出
る
の
を
防
い

だ
り
、重
症
化
の
防
止
に
も
有
効
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を
受

け
て
か
ら
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵

抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か

り
、そ
の
効
果
が
続
く
の
は
約
５
か
月
間

と
さ
れ
て
い
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
前
に
で
き
る
だ
け
早
め
に
接
種
を
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に

一
般
的
な
注
意

気
に
か
か
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、受
け
る
前
に
担
当
の
医
師
な

ど
に
質
問
を
し
ま
し
ょ
う
。
十
分
に
納
得

が
で
き
な
い
場
合
は
、接
種
を
受
け
な
い
で

く
だ
さ
い
。

予
診
票
は
接
種
を
す
る
医
師
に
と
っ
て

大
切
な
情
報
で
す
。
接
種
を
受
け
る
人
が

責
任
を
も
っ
て
記
入
し
、正
し
い
情
報
を
医

師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
人

本城クリニック 33―3355
まえだ循環器内科 22―3131
松本整形外科医院 21―0166
三戸医院 28―0622
宮里内科 28―5577
村田医院 29―2000
望月麻酔科神経内科クリニック 31―5763
森岡医院 22―0853
山下内科・小児科医院 31―7333
湯野温泉病院 83―2083

上田内科小児科 63―0051
宇都宮医院 62―2566
かまたクリニック 61―0099
岸整形外科 62―2632
沢重内科医院 63―0213
椎木内科循環器科 62―3388
新南陽市民病院 61―2500
高杉レディースクリニック64―7700
たにむら小児科 64―3030
年光医院 62―1100

中村医院 62―2436
原田医院 62―1500
まつざき内科医院 62―6005
三好内科クリニック 64―2222
山口内科 62―3555
山口ひふ科クリニック 63―7733
渡内科医院 63―1530

小川クリニック 91―5777
ふじわら医院 91―7100
松永医院 91―3006
松村医院 91―0303
松本医院 91―6020
三丘温泉診療所 92―1500
熊北診療所 91―0100

鹿野博愛病院 68―2233
国保鹿野診療所 68―2192

新南陽地域
（市外局番0834）

熊毛地域
（市外局番0833）

鹿野地域
（市外局番0834）

高齢者の負担額を軽減します

インフルエンザの予防接種

予
防
接
種
の
負
担
軽
減

■
軽
減
さ
れ
る
対
象

▽
満
65
歳
以
上

で
、接
種
を
希
望
す
る
人

▽
満
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
、じ
ん
臓
、呼

吸
器
の
機
能
障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
た

め
身
体
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級
を
受
け

て
い
る
人（
医
師
が
同
程
度
と
認
め
た
人

を
含
む
）で
、接
種
を
希
望
す
る
人

■
自
己
負
担
額

１
０
５
０
円（
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
は
無
料
）

■
受
け
ら
れ
る
回
数

１
回

■
受
け
ら
れ
る
期
間

11
月
１
日（
火
）

〜
平
成
18
年
２
月
28
日（
火
）

※
で
き
る
だ
け
12
月
末
ま
で
に
、受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
予
診
票

医
療
機
関
で
備
え
付
け
の

予
診
票
に
記
入

■
持
参
物

健
康
手
帳

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ

り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、突
然
の
高

熱
、頭
痛
、関
節
痛
、筋
肉
痛
な
ど
、普
通

の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
症
状
が
強
い
の
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、気
管
支
炎
や
肺
炎
な

ど
を
併
発
し
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の

も
特
徴
で
す
。



実施医療機関以外で接種を希望する人は、最寄りの担当課へ問い合わせてください。
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予防接種に関する問合せ

●
発
熱
の
あ
る
人

●
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
含
ま
れ

る
成
分
に
よ
っ
て
、ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

（
急
激
に
起
き
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人

●
そ
の
他
、医
師
が
不
適
当
な
状
態
と
判

断
し
た
場
合

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
、担
当
医

師
と
よ
く
相
談
し
な
く
て
は
い
け
な

い
人

●
心
臓
病
、じ
ん
臓
病
、肝
臓
病
や
血
液
、

そ
の
他
慢
性
の
病
気
で
、治
療
を
受
け

て
い
る
人

●
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
た
と
き
、２
日
以
内
に
発
熱
や
発

し
ん
、じ
ん
ま
し
ん
な
ど
の
、ア
レ
ル
ギ

ー
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
異
常
が
み
ら
れ

た
人

●
今
ま
で
に
、け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と

が
あ
る
人

●
今
ま
で
に
、中
耳
炎
や
肺
炎
な
ど
に
か

か
り
、免
疫
状
態
を
検
査
し
て
異
常
を

指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
成
分
ま

た
は
鶏
卵
、鶏
肉
、そ
の
他
鶏
関
係
の

も
の
に
対
し
て
、ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

予
防
接
種
を
受
け
た
後
の
一
般
的
な

注
意
事
項

●
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、急

な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
医
師
と
す
ぐ
連
絡
が
取
れ
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の

多
く
は
、24
時
間
以
内
に
出
現
し
ま
す

の
で
、特
に
こ
の
間
は
体
調
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、注
射
し
た
部
分

を
こ
す
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
接
種
当
日
は
、い
つ
も
通
り
の
生
活
を

し
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、激
し
い
運
動
や

大
量
の
飲
酒
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
副
反
応

予
防
接
種
の
後
、ま
れ
に
副
反
応
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
の
注

射
の
跡
が
赤
み
を
帯
び
た
り
、は
れ
た
り
、

痛
ん
だ
り
、ま
た
わ
ず
か
な
が
ら
熱
が
出

た
り
、寒
気
が
し
た
り
、頭
痛
、全
身
の
だ

る
さ
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、こ
れ
ら
は
通
常
２
〜
３
日
の

内
に
治
り
ま
す
。

副
反
応
は
、予
防
接
種
と
同
時
に
、ほ

か
の
病
気
が
偶
然
に
重
な
っ
て
現
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
た
後
、接
種
し
た
部

分
が
痛
み
や
熱
を
も
っ
て
ひ
ど
く
は
れ
た

り
、全
身
の
じ
ん
ま
し
ん
、お
う
吐
を
繰
り

返
す
、顔
色
が
悪
い
、低
血
圧
、高
熱
な
ど

が
現
れ
た
ら
、医
師
の
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

健康増進課
10834―22―8553
健康増進課新南陽分室
10834―61―3091

健康増進課熊毛分室
10833―92―0013
健康増進課鹿野分室
10834―68―2302

医療機関名 電話番号

明石整形外科医院 22―2525
浅海医院 21―0370
浅見内科クリニック 21―0598
石川小児科・内科 28―7822
石田胃腸科・内科 21―3476
石田整形外科 28―0250
板垣外科医院 28―6651
いとう内科・呼吸器科 39―0110
今村整形外科 26―0501
宇野医院本院 25―0075
宇野内科クリニック 28―1222
おおしろ小児科 22―3121

大津島診療所 85―2200
おかたに医院 21―6065
おかもと内科 32―3322
奥田医院 21―2246
兼重内科 21―0745
菊地医院 21―6578
岐陽診療所 21―0839
香津医院 88―3388
神田医院 88―2525
香田整形外科医院 21―8188
五島整形外科 32―3310
桜田内科医院 21―5861
佐藤医院 21―3153
清水クリニック 21―1123
周南高原病院 88―0391
周南病院 21―0357
須金診療所 86―2220
高島外科医院 21―4077
高橋内科 31―6188
竹内医院 83―2600
竹内医院分院 61―0330
武田医院 25―1095
田中医院 62―4285
田中病院 32―2000

千治松呼吸器・循環器内科 21―0714
津田胃腸科・内科医院 28―3763
遠石クリニック 31―3833
徳山静養院 31―1734
徳山中央病院 28―4411
徳山内科クリニック 25―1136
徳山病院 21―3750
徳山ファーストクリニック 27―1080
とさかハートクリニック 21―0609
年光整形外科医院 26―1432
永末耳鼻咽喉科外科医院 31―5522
中須診療所 89―0071
中村整形外科クリニック28―3011
橋本医院 25―0018
はなばたけクリニック 27―1133
弘田消化器科 31―2033
福山胃腸科・放射線科 22―9811
藤井医院 21―0362
藤井内科医院 21―1418
ふじい内科クリニック 25―3550
藤嶋内科医院 21―3588
古谷産婦人科 21―0187
ふるたに消化器内科 39―2525
堀家医院 22―1410

徳山地域
（市外局番0834）

実施医療機関の一覧
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主なお知らせ�

■
新
南
陽
市
民
病
院

糖
尿
病
週
間
の
催
し

糖
尿
病
週
間
の
期
間
中
は
、新
南
陽
市

民
病
院
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
、糖
尿

病
フ
ー
ド
モ
デ
ル（
朝
・
昼
・
夕
食
）や
、薬
剤

師
、看
護
師
、理
学
作
業
療
法
士
、栄
養

士
な
ど
、専
門
分
野
の
糖
尿
病
関
連
パ
ネ

ル
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

特
に
11
月
20
日（
日
）に
は
、次
の
催
し

を
行
い
ま
す
。

■
11
月
20
日
の
催
し

尿
・
血
液
検
査

対
象

新
南
陽
市
民
病
院
に
通
院
し

て
い
な
い
人

時
間

10
時
〜
10
時
30
分

相
談
会

眼
、薬
、栄
養
、運
動
療
法
、生
活
面
に
つ

い
て
専
門
職
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

時
間

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
演
会

時
間

11
時
30
分
〜
12
時
15
分

講
師

松ま
つ

谷た
に

朗
あ
き
ら
さ
ん（
新
南
陽
市
民
病

院
副
院
長
・
内
科
医
）

糖
尿
病
食
の
試
食
会

カ
ロ
リ
ー
を
設
定
し
た
糖
尿
病
食
を
試

食
し
ま
す
。

対
象

20
人（
先
着
順
）

時
間

12
時
20
分
〜

料
金

１
食
３
０
０
円

■
増
え
続
け
る
糖
尿
病

平
成
９
年
に
全
国
で
１
３
７
０
万
人
だ

っ
た
糖
尿
病
及
び
予
備
軍
の
数
は
、14
年

に
は
１
６
２
０
万
人
に
増
え
、糖
尿
病
の

治
療
に
必
要
な
医
療
費
も
約
３
兆
円
に

膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、網
膜
症
や
腎
症
、神
経
障
害
、動

脈
硬
化
症
な
ど
の
合
併
症
は
、糖
尿
病
患

者
の
生
活
の
質
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、

間
接
的
に
治
療
費
を
負
担
す
る
国
民
の

生
活
を
圧
迫
し
ま
す
。

内
臓
脂
肪
の
害

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
、高
血
圧
や
高
中

性
脂
肪
血
症
、血
糖
上
昇
が
重
な
る
と
、

心
筋
こ
う
そ
く
や
脳
卒
中
の
危
険
性
が

非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
、糖
尿
病
に
な
る

危
険
性
を
、一
般
の
人
に
比
べ
て
20
倍
以

上
に
増
や
し
ま
す
。

正
し
い
知
識
と
正
し
い
治
療
を

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
の
第
一
歩
は

内
臓
脂
肪
を
た
め
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
、普
段
か
ら
定
期
的
に
運
動
を
す

る
な
ど
の
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
、一

刻
も
早
く
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

予
備
軍
の
段
階
で
、動
脈
硬
化
症
の
時

限
爆
弾
の
タ
イ
マ
ー
は
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、病
気
を
正
し
く
理
解
し
、適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、そ
の
タ
イ
マ

ー
を
止
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

新
南
陽
市
民
病
院
で
は
、11
月
14
日（
月
）か
ら
20
日（
日
）ま
で
を
糖
尿
病
週
間
と
決
め
、

糖
尿
病
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

健
康
診
断
の
結
果
で
血
糖
値
が
気
に
な
る
人
や
、運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
、自
分
の

食
生
活
が
気
に
な
る
人
は
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

新
南
陽
市
民
病
院
1
０
８

３
４
―
61
―
２
５
０
０

11
月
14
日（
月
）か
ら
20
日（
日
）ま
で
は

糖
尿
病
を
正
し
く
理
解
し
て
い
ま
す
か

新
南
陽
市
民
病
院
の
糖
尿
病
週
間
で
す
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本市は、緑豊かな自然を守り、育て、自然と緑の潤いのあるまちづ
くりを進めています。
そのシンボルとしてふさわしい「市の木、市の花」を、市民の皆さ

んから募集します。たくさんの応募をお待ちしています。

■参考■旧2市2町の木、花
徳山…クスノキ（木）、サルビア（花）

新南陽…クスノキ（木）、サルビア（花）、キンモクセイ

（花木）

熊毛…モッコク（木）、ヒロハドウダンツツジ（花）

鹿野…スギ（木）、シャクナゲ（花）

申込み
11月30日（水）までに「市の木・花」の名前と選定理由

を書いて、持参・郵送・ファックス・Eメールで、〒745―

8655岐山通１―1企画課10834―22―8245・

50834―22―8475・Eメールkikaku@city.shunan.

yamaguchi.jp

氏名 住所 電話番号

行
ゆき

村
むら

照
てる

子
こ

湯野 10834―83―2543

堀
ほり

町
まち

春
はる

夫
お

須々万 10834―88―1030

松
まつ

村
むら

利
とし

男
お

久米 10834―25―0276

山
やま

本
もと

公
こう

一
いち

郎
ろう

上村 10834―62―5263

逆井
さかさい

歌
か

代
よ

城ヶ丘 10834―28―3782

高
たか

松
まつ

國
くに

男
お

粭島 10834―84―0003

藤
ふじ

井
い

豊
とよ

子
こ

土井 10834―62―2427

宮
みや

本
もと

正
まさ

純
ずみ

米光 10834―67―2064

澄
すみ

村
むら

博
ひろ

美
み

福川 10834―62―4381

本
ほん

多
だ

知
ち

隆
りゅう

原 10833―91―0164

原
はら

田
だ

洋
よう

子
こ

呼坂 10833―91―3348

塩
しお

見
み

洋
よう

佑
すけ

小松原 10833―91―3715

田
た

中
なか

壽
とし

昭
あき

大河内 10833―91―3066

中
なか

村
むら

恒
つね

愛
あき

鹿野上 10834―68―2048

兼
かね

石
いし

慧
けい

子
こ

鹿野中 10834―68―2140

人
権
に
関
す
る
相
談
は

人
権
擁
護
委
員
へ

人
権
擁
護
委
員
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、人
権
に
関
す
る
相
談
や
お
互
い
に

人
権
を
尊
重
し
合
う
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
、あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

と市の木 市の花
みんなで選ぼう

■
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
実
績

（
平
成
16
年
１
月
〜
12
月
）

▽
相
談
事
件
取
り
扱
い
件
数

１
５
４
件

▽
侵
犯
事
件
関
与
件
数

６
件

▽
啓
発
活
動
従
事
回
数

３
１
１
件

▽
専
門
研
修
な
ど
へ
の
出
席
回
数

８
件

※本庁や総合支所・支所などにも、応募用紙と回収箱を用意します。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

▽
部
会
活
動
出
席
回
数

19
件

▽
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総
会
な
ど

へ
の
出
席
回
数

１
２
４
件

■
問
合
せ

人
権
推
進
課
1
０
８
３
４
―
22
―
８
４

５
６

■本市の人権擁護委員
（敬称略）
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い
ず
れ
も

時
間

▽
整
理
番
号
が
奇
数
の
人
は
10
時

〜
11
時
30
分
▽
整
理
番
号
が
偶
数
の

人
は
13
時
30
分
〜
15
時

市
県
民
税
と
所
得
税
な
ど
の
申
告

会
場
が
変
わ
り
ま
す

市
県
民
税
の
申
告

市
役
所
本
庁
舎
内
か
ら
、市
民
交
流
セ

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
行
事

11
月
11
日（
金
）か
ら
17
日（
木
）ま
で

は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す
。

「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」
を
テ
ー
マ
に
、

税
に
関
す
る
作
文
や
、習
字
、資
料
展
示

な
ど
を
行
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、税
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
と
場
所

▽
11
月
15
日（
火
）〜
16
日（
水
）10
時
〜

16
時
、ザ
・
モ
ー
ル
周
南（
下
松
市
）

▽
11
月
18
日（
金
）〜
21
日（
月
）、J
R
徳

山
駅
新
幹
線
口

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ（
下
松
市
）で
開
催

対
象

熊
毛
地
域
に
在
住
す
る
人

期
日

11
月
17
日（
木
）

県
周
南
総
合
庁
舎
で
開
催

対
象

徳
山
・
新
南
陽
・
鹿
野
地
域
に
在

住
す
る
人

期
日

11
月
18
日（
金
）

〜
３
月
15
日（
水
）

※
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、１
月
15
日
号
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ

課
税
課
1
０
８
３
４
―
22

―
８
２
７
３
、ま
た
は
徳
山
税
務
署
1
０

８
３
４
―
21
―
１
０
１
０

変わります
平成18年度の市県民税
平成18年度課税分からの
主な改正点

定率減税の見直し

個人住民税所得割の減税は、15パーセ

ント相当額（上限4万円）から7.5パーセン

ト相当額（上限2万円）に改正されます。

非課税限度額対象者の見直し

65歳以上で、前年合計所得金額が125

万円までの人に対する非課税措置が廃止

されます。

経過措置として、平成17年１月１日現在、

65歳以上の人で、前年合計所得金額が

125万円以下の人にかかる所得割額・均

等割額について、18年度は3分の1、19

年度は3分の2、20年度からは全額が、課

税されます。

老年者控除の廃止

65歳以上の人の、老年者控除48万円

が廃止されます。

公的年金等にかかる計算方法の見直し

公的年金等控除額が改正されます。65

歳以上の公的年金等控除額の最低保障額

が、140万円から120万円になったこと

などにより、計算方法が見直されます。

生計を一にする妻の均等割減税の廃止

夫に均等割の納税義務がある妻に対す

る均等割の非課税措置は、廃止されます。

今
年
度
か
ら
、
市
県
民
税
と
所
得
税
な
ど
の
申
告
会
場
が
変
わ
り

ま
す
。

ま
た
、源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 が

市
県
民
税
な
ど

変
わ
り
ま
す

ン
タ
ー（
徳
山
駅
ビ
ル
２
階
）に
変
わ
り
ま

す
。各
総
合
支
所
は
昨
年
度
と
同
じ
で
す
。

所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告

徳
山
税
務
署
か
ら
、ピ
ピ
５
１
０（
１
階

Ｌ
ホ
ー
ル
）に
変
わ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も

申
告
期
間

平
成
18
年
２
月
１
日（
水
）
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成成人人式式のの主主役役はは
ああななたたたたちちでですす
■今年度の成人式

対象 昭和60年4月2日～6１年4月1日

生まれで、本市の住民基本台帳に記録さ

れている人

日時 平成18年1月8日（日）11時～

12時

場所 文化会館

※案内状は、11月25日現在の住民登録に

基づき、12月上旬に送ります。

※就職や進学などにより、住民票を市外に

移した人で、本市の式典に出席を希望す

る人は、新たに本市へ転入手続きをする

必要はありません。12月28日（水）まで

に、生涯学習課へ連絡してください。

■登壇者募集

成人式の式場で、20歳を迎えての抱負、

夢や希望を発表してみませんか。

募集人数

▽二十歳のメッセージ（テーマ自由）…若干

名（応募多数の場合は、応募後に提出して

もらう原稿で選考）

▽記念品授与…2人（応募多数の場合は抽選）

申込み 11月15日（火）までに、住所・氏

名・生年月日・電話番号・応募動機を、はが

き・ファックス・Ｅメールで、〒745―0004

毛利町2―2生涯学習課10834―22―

8697・50834―22―8814・Ｅメール

ed-shogai＠city.shunan.yamaguchi.jp

あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の
見
は
り
役

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、空
気
が
乾

燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

11
月
９
日（
水
）は「
１
１
９
番
の
日
」、

ま
た
、９
日
か
ら
15
日（
火
）ま
で
の
一
週

間
は
、秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
防
火
の
知
識
を
身
に
つ

け
、万
が
一
の
た
め
に
、家
庭
で
の
備
え

を
十
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

▽
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る

▽
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

▽
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、防
炎
製
品
を
使
用
す
る

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る

通
報
は
慌
て
ず
正
確
に
、次
の
各
項

目
を
落
ち
着
い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

q
火
事
か
、救
急
か

w
住
所
と
目
標
に
な
る
近
く
の
建
物

e
火
事
の
場
合
・・・
何
が
ど
の
よ
う
に

燃
え
て
い
る
か
、逃
げ
遅
れ
の
有
無

救
急
の
場
合
・・・
患
者
の
人
数
、性

別
、年
齢
、け
が
の
状
況
な
ど

r
あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号

▽
火
事
・
救
急
・
救
助
は
1
１
１
９

※
１
１
９
は
緊
急
の
時
専
用
で
す
。

▽
一
般
の
問
合
せ
は
指
令
室
1
０
８
３

４
―
22
―
８
７
６
５

▽
火
災
予
防
の
問
合
せ
は
予
防
課
1

０
８
３
４
―
22
―
８
７
７
３

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

3
つ
の
習
慣

住
宅
防
火
、命
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

4
つ
の
対
策

１
１
９
番
に
か
け
る
と
き

消
防
本
部
へ
の
電
話

今年度20歳になる皆さん
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市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

追
悼
と
、恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
、

市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
、戦
後
60
年
の
節
目
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
遺
族
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
８
日（
火
）
10
時
〜（
開

場
は
９
時
30
分
）▼
場
所
／
文
化
会
館a

▼
問
合
せ
／
社
会
課
1
22
―
８
４
６
５

11
月
11
日（
金
）〜
20
日（
日
）は

同
和
問
題
啓
発
推
進
強
調
旬
間

国
際
的
な
人
権
意
識
の
高
ま
り
の
中

で
、同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
て
、同
和
問
題
の
真
の
解
決

と
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
人
権
推
進
課
1
22
―
８
４

５
６

都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
関
す
る

説
明
会
と
公
聴
会

永
源
山
公
園b

の
区
域
の
変
更
に
か
か

わ
る
説
明
会
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

説
明
会

▼
日
時
／
11
月
７
日（
月
）19
時
〜
▼
場

所
／
新
南
陽
公
民
館

公
聴
会

▼
日
時
／
11
月
22
日（
火
）14
時
〜
▼
場

所
／
新
南
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
※
11
月

15
日（
火
）ま
で
に
都
市
計
画
課
に
申
し

出
が
な
け
れ
ば
開
催
し
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も

▼
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
1
22
―
８
４

２
６

農
村
振
興
基
本
計
画
の
策
定
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
個
性
と
活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
」
の

た
め
の
調
査
に
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
／
無
作
為
に
抽
出
し
た
18
歳
以

上
の
人
▼
人
数
／
１
０
０
０
人
▼
調
査
方

法
／
郵
送
で
配
布
、回
収
▼
問
合
せ
／
農

政
課
1
22
―
８
３
６
１

ナ
ベ
ヅ
ル
保
護
の
た
め
の

通
行
止
め
に
ご
協
力
を

ナ
ベ
ヅ
ル
飛
来
期
間
中
は
、ナ
ベ
ヅ
ル
の

生
息
状
況（
縄
張
り
な
ど
）に
応
じ
て
、そ

の
都
度
、八
代
地
区
内
の
市
道
及
び
農
道

を
、通
行
止
め
に
し
ま
す
。
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ナ
ベ
ヅ
ル
保
護
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、通
行
止
め
区
間
の
出
入
口
に
は
、

看
板
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

▼
期
間
／
３
月
上
旬
ま
で
▼
問
合
せ
／

鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン
タ
ーc

1
92
―
０

０
０
３

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

話して、和んで、輪になって、みんなで一緒に楽しく考えてみませ

んか。

日時 11月26日（土）10時～15時

場所 鹿野公民館

内容 午前…●講話：「鹿野から始まった男尊女尊」、講師：宮
みや

本
もと

公
きみ

胤
たね

さ

ん（二所山田神社宮司）●寸劇とディスカッション

午後…●歌と講演：「みんなちがって みんな

いい」、講師：もりいさむさん（シンガーソング

ライター）など

参加料 無料（午前は申込みが必要）

※午前、午後ともに参加の人には、簡単な昼

食を用意します。

※無料の託児があります。（事前に申込みが

必要）

申込み 11月22日（火）までに、電話・ファックス・Eメールで、企画課

内男女共同参画フォーラム実行委員会事務局122ー8205・

522ー8475・Eメールkikaku@city.shunan.yamaguchi.jp

めざそう 笑顔の マイライフ
男女共同参画フォーラム
～鹿野から発信　男女共同参画～

年2回（春と秋）発行する、男女共同参画社会

の実現に向けた啓発情報誌を、編集してみませ

んか。
「じょいんと」は、市のホームページからも見

ることができます。http://www.city.shunan.

yamaguchi.jp/hp/kikaku/danjo/

対象 市内に在住または通勤する、20歳以上

の人

任期 12月～平成19年11月

募集人数 4人（応募多数の場合は選考）

謝礼 発行1回につき5,000円

申込み 11月21日（月）までに「どのような特

集を組んでみたいか」と、住所・氏名・年齢・性

別・電話番号を、郵送・ファックス・Eメールで、

〒745―8655岐山通１―１企画課男女共同

参画室122ー8205・522ー8475・Eメ

ールkikaku@city.shunan.yamaguchi.jp

男女共同参画情報誌
「じょいんと」編集委員
を募集します

お
知
ら
せ
�
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消
防
訓
練
に
ご
協
力
を

消
防
本
部
と
消
防
署
、消
防
団
、県
消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
き
ら
ら
」
が
、山
林

火
災
を
想
定
し
た
合
同
消
火
訓
練
を
行

い
ま
す
。
車
両
の
通
行
障
害
や
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
騒
音
な
ど
で
、迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
20
日（
日
）９
時
30
分
〜

12
時
30
分
▼
場
所
／
四
熊
向
山a

（
放
水

訓
練
）・
徳
山
小
野（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
発
着

場
）▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
警
防
課
1
22

―
８
７
６
２

農
耕
作
業
用
自
動
車
の
申
告

農
耕
作
業
用
自
動
車
で
乗
用
装
置
が

あ
る
も
の
は
、道
路
の
走
行
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
軽
自
動
車
税
の
対
象
に
な
り
、

申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、早
め
に

手
続
き
を
し
て
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
／
ト
ラ
ク
タ
ー
、コ
ン
バ
イ
ン
、ト
レ

ー
ラ
ー
な
ど（
田
植
え
機
は
除
く
）▼
持
参

物
／
印
鑑
、農
耕
作
業
用
自
動
車
の
種

別
・
車
名
・
型
式
な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の

▼
賦
課
期
日
／
４
月
１
日
▼
税
額
／
１

６
０
０
円
▼
問
合
せ
／
課
税
課
1
22
―

８
２
７
１

野
生
鳥
獣
の
捕
獲

野
生
の
鳥
や
獣
を
捕
獲
す
る
こ
と
は

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
」で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
捕
獲
し
な
く
て
も
、わ
な
な
ど
を
仕
掛

け
る
だ
け
で
も
違
法
行
為
で
す
。

な
お
、狩
猟
期
間
中
に
狩
猟
免
許
所
持

者
が
狩
猟
者
登
録
を
し
て
行
う
狩
猟
と
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
な
ど
の
、適
性
な
許

可
に
基
づ
く
捕
獲
は
、違
法
行
為
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
／
林
政
課
1
22
―
８
３
６
０

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、11
月
末
こ
ろ
ま
で
は

冬
眠
準
備
の
た
め
に
積
極
的
に
採
餌
活
動

を
行
い
ま
す
。

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、柿
の
実
、ハ
チ

し
を
、持
参
で
、商
工
観
光
課
1
22
―
８

３
７
１

中
小
企
業
勤
労
者
小
口
資
金
貸

付
制
度

県
内
に
１
年
以
上
住
み
、同
じ
中
小
企

業
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、大
学
や
短
期
大
学
な
ど
へ

の
進
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

▼
貸
付
限
度
額
／
３
０
０
万
円
▼
償
還

期
間
／
10
年
以
内（
う
ち
在
学
期
間
中
で

４
年
以
内
の
据
え
置
き
が
可
能
）▼
利

率
／
年
２
・
５
％（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

※
高
校
な
ど
の
教
育
資
金
は
、限
度
額
70

万
円
、償
還
期
間
は
据
え
置
き
な
し
の
３

年
以
内
で
す
。▼
申
込
先
金
融
機
関
／
中

国
労
働
金
庫
▼
問
合
せ
／
商
工
観
光
課

1
22
―
８
３
７
３

中
小
企
業
冬
期
季
節
資
金

市
内
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
円
滑
に

す
る
た
め
、冬
期
季
節
資
金（
運
転
資
金
）

の
融
資
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
早
め
に
、

申
込
先
金
融
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
金
額
／
１
企
業
１
０
０
０
万
円
ま

で
▼
融
資
期
間
／
６
か
月
▼
利
率
／
年

１
・
９
％
▼
受
付
期
限
／
平
成
18
年
１
月

31
日（
火
）▼
申
込
先
金
融
機
関
／
商
工

中
金
、山
口
銀
行
、西
京
銀
行
、東
山
口

信
用
金
庫
▼
問
合
せ
／
商
工
観
光
課
1

22
―
８
３
７
１

の
巣
な
ど
は
早
め
に
取
り
除
き
、残
飯
や

生
ご
み
は
匂
い
が
出
な
い
よ
う
に
適
正
に

処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、山
に
入
る
場
合
に
は
、鈴
な
ど
の

音
が
出
る
も
の
を
携
帯
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

野
生
の
ク
マ
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
林
政
課
1
22
―
８
３
６
０
、

林
政
課
鹿
野
分
室
1
68
―
２
３
０
３
、新

南
陽
総
合
支
所
産
業
振
興
課
1
61
―
４

１
０
８
、熊
毛
総
合
支
所
産
業
振
興
課
1

92
―
０
０
１
４
、県
周
南
農
林
事
務
所
森

林
部a

1
33
―
６
４
６
１

中
小
企
業
大
学
校
研
修
受
講
料

の
補
助

中
小
企
業
の
人
材
育
成
を
促
進
し
、中

小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、研
修
の
受

講
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
／
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
▽
市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
ま

た
は
そ
の
従
業
員
▽
受
講
者
が
、過
去
に

制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
▽
同
一
年
度
に
、

同
一
事
業
所
で
制
度
を
利
用
し
た
人
が

い
な
い
▼
対
象
校
／
中
小
企
業
大
学
校

（
広
島
校
及
び
直
方
校
）▼
補
助
金
額
／

受
講
料
の
２
分
の
１
相
当
額（
た
だ
し
上

限
１
万
５
０
０
０
円
）▼
交
付
時
期
／
平

成
18
年
３
月
予
定
▼
申
込
み
／
市
補
助

金
等
交
付
申
請
書
と
受
講
申
込
書
の
写

市美術展の審査が10月10日

に行われ、出展総数336点の中

から、大賞に杉
すぎ

村
むら

博
ひろ

司
し

さんの立体

「花
か

器
き

」が選ばれました。（写真）

準大賞

▽平面の部 「景
けい

ー待
まつ

春
はる

」新
にい

原
はら

美
み

奈
な

子
こ

さん

▽立体の部 「和
なご

み」角
すみ

屋
や

敷
しき

公
きみ

子
こ

さん

▽書の部 「秋
しゅう

雁
がん

」赤
あか

木
ぎ

和
かず

子
こ

さん

▽写真の部 「想
おもい

回
かい

天
てん

」梅
うめ

田
だ

正一
しょういち

さん

問合せ 生涯学習課122―8622

市美展大賞
と準大賞
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地
価
調
査
に
係
る
図
書
の
閲
覧

７
月
1
日
時
点
の
県
地
価
調
査
基
準

地
の
価
格
を
掲
載
し
た
図
書
を
、閲
覧
で

き
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
市
民
さ

ろ
ん
及
び
総
務
課
管
財
係
、各
総
合
支
所

地
域
政
策
課
、各
支
所
、各
市
立
図
書
館

▼
問
合
せ
／
総
務
課
1
22
―
８
２
８
１

保
育
園
の
臨
時
保
育
士

▼
対
象
／
保
育
士
資
格
を
も
つ
、60
歳
以

下
の
人
▼
定
員
／
５
人
▼
勤
務
／
１
日
８

時
間
で
月
20
日
勤
務（
７
時
〜
19
時
の
間

で
時
差
出
勤
あ
り
）▼
勤
務
場
所
／
市
内

の
保
育
園
▼
雇
用
期
間
／
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
▼
時
給
／
９
１
０
円
▼
申
込

み
／
履
歴
書
と
保
育
士
資
格
証
明
書
を
、

持
参
で
、児
童
家
庭
課
1
22
―
８
４
５
５

地
域
景
観
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

in
周
南
の
参
加
者

▼
日
時
／
11
月
19
日（
土
）12
時
〜
16
時

（
ま
ち
歩
き
を
し
た
い
人
は
11
時
〜
）▼
場

所
／
鹿
野
総
合
支
所
▼
定
員
／
40
人（
申

込
順
）▼
参
加
料
／
無
料
※
昼
食
は
用
意

し
ま
す
。▼
申
込
み
／
11
月
４
日（
金
）〜

11
月
16
日（
水
）に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
、郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
、〒
７
４
５
―
０
０
７
１
岐
山
通
１
―
１

都
市
計
画
課
1
22
―
８
４
２
６
・
5
22
―

３
７
０
７
・
E
メ
ー
ルtoshikei@

city.shu

nan.yam
aguchi.jp

自
衛
隊
生
徒
採
用
試
験

▼
対
象
／
中
学
校
卒
業
、ま
た
は
卒
業
見

込
で
、17
歳
未
満
の
男
子
▼
試
験
日
／
平

成
18
年
１
月
14
日（
土
）▼
待
遇
な
ど
／

３
年
終
了
時
に
高
校
の
卒
業
資
格
を
取

得
▼
申
込
み
／
平
成
18
年
１
月
10
日（
火
）

ま
で
に
、自
衛
隊
周
南
募
集
事
務
所a

1

31
―
７
０
９
７

11
月
の
心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
で
開
催

▼
期
日
と
内
容
／
▽
11
月
７
日（
月
）、一

般
・
行
政
相
談
▽
14
日（
月
）、一
般
・
人

権
・
職
業
相
談
▽
21
日（
月
）、一
般
・
交
通

相
談
▼
時
間
／
10
時
〜
15
時（
14
日
の
職

業
相
談
は
午
前
の
み
）▼
問
合
せ
／
社
会

福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
1
92
―
０
０
２
７

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
11
月
９
日（
水
）・
21
日（
月
）

10
時
〜
15
時（
９
日
は
行
政
相
談
を
併
せ

て
実
施
）▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

ルーラル315・376フェスタ

�

山陽自動車道�
�3

11月12日（土）・13日（日）9時30分～16時日時
国道315・376号沿線の朝市や催しなどを結ぶ広域イベントです。
市内では13会場で、農山漁村の女性たちが中心になって、朝市や楽

しいイベントや、体験コーナーを開催します。

問合せ 農林課122―8356

市内の会場
q大潮田舎の店Dw農林産物直売所「しゃ

くなげ」De徳山いきいき農林フェスタ

Ar湖
こ

畔
はん

の店おおむかいAtJA周南都濃

100円市Ay須々万ふれあい文化祭（13

日のみ）Au長穂朝市Ai棚田米フェスタ

Ao"あおがえる"販売所B!0道の

無人駅「お山の大将」B!1ウッディ

ハウス376フェスタB!2高瀬376

フェスタB!3西和奈古朝市（12日

のみ）A

wei!2の4会場は、スタンプラリー

ポイントです。スタンプを4つ集めた

55人に地域特産品が当たります。

対象 市内に在住し、12月1日現在20歳

以上で、社会教育に関心があり、年2回程

度の委員会に出席できる公職にない人

任期 平成19年11月30日まで

内容 公民館運営に対する諮問事項の審

議、公民館行政の方向性や事業の方針

についての提言など

報酬 5,900円

募集人数 若干名

申込み 11月15日（火）までに「市に望

む公民館運営」を400字程度（用紙自

由）にまとめ、住所・氏名・生年月日・性

別・職業・電話番号・社会教育（主に公

民館）活動歴を、持参・郵送・ファック

ス・Eメールで、〒745―0071岐山通

1―4中央公民館A122―8690・5

22―8816・Eメールchuo-ko@city.

shunan.yamaguchi.jp

公民館運営審議会の
委員を募集します

募
集
�

募�

相
談
�
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年
期
〜
新
し
い
自
我
の
構
築
▽
10
日（
土
）、

成
人
期
〜
家
族
と
自
我
の
か
っ
と
う
▼
時

間
／
13
時
30
分
〜
15
時
▼
場
所
／
徳
山

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
／
寺て
ら

田だ

雅ま
さ

英ふ
さ

さ
ん

（
徳
山
大
学
助
教
授
）▼
定
員
／
40
人（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
受
講
料
／

１
０
０
０
円
▼
申
込
み
／
11
月
14
日（
月
）

ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
講
座

名
を
、電
話
・
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー

ル
で
、〒
７
４
５
―
０
０
７
１
岐
山
通
１
―

４
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ーa

1
22
―
８
６
９

０
・
5
22
―
８
８
１
６
・
E
メ
ー
ルch

u
o-

ko@
city.shunan.yam

aguchi.jp

「
地
域
と
と
も
に
育
て
る
」

く
ま
げ
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
時
／
11
月
16
日（
水
）13
時
30
分
〜

▼
場
所
／
サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
▼
内
容
／

▽
講
演
「
家
庭
教
育
・
子
育
て
に
つ
い
て
」

講
師
…
古ふ

る

満み
つ

伊い

里さ
と

さ
ん（
東
亜
大
学
教

授
）、▽
熊
毛
地
域
の
小
・
中
・
高
校
生
に
よ

る
、人
権
啓
発
の
詩
や
作
文
の
発
表
な
ど

▼
問
合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政
策

課
1
92
―
０
０
０
６
、ま
た
は
教
育
委
員

会
熊
毛
総
合
出
張
所
1
92
―
０
２
５
４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室

ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
・
快
適
に
活
用
す

る
た
め
に
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
礎
知

識
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

心
配
ご
と
特
別
相
談

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
11
月
16
日（
水
）９
時
〜
12
時
▼
場

所
／
徳
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／

法
律
、登
記
、相
続
、家
庭
生
活
な
ど
に
関

す
る
こ
と
▼
申
込
み
／
11
月
２
日（
水
）９

時
か
ら
電
話
で
、社
会
福
祉
協
議
会
徳
山

支
部
1
22
―
８
７
２
１

11
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
11
月
８
日（
火
）10
時
〜
15
時
▼
場

所
／
新
南
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
問
合

せ
／
人
権
推
進
課
1
22
―
８
４
５
６

障
害
者
総
合
相
談
窓
口
の
開
催

▼
日
時
／
11
月
22
日（
火
）10
時
〜
12
時

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
西
別
館
1
階

会
議
室
▼
申
込
み
／
高
齢
障
害
課
1
22

―
８
４
６
３
・
5
22
―
８
４
６
４

周
南
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

「
青
年
期
と
成
人
期
の
発
達
課
題
」

▼
日
程
と
内
容
／
▽
12
月
３
日（
土
）、青

11月の納付
●国民健康保険料　6期
●介護保険料　　　6期

［保険証更新のお知らせ］

9月30日に、保険証の一斉更新をしました。まだ更新

が済んでいない人は、早めに連絡をしてください。

問合せ／保険年金課122―8312

正
月
を
迎
え
る
家
族

の
つ
ど
い

大
田
原
自
然
の
家

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
、手
作
り
の

正
月
準
備
を
し
ま
せ
ん
か
。
正
月
用
品

や
農
産
物
な
ど
の
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
い

ま
す
。

対
象

中
学
校
３
年
生
ま
で
が
い
る
家
族

日
時

12
月
18
日（
日
）９
時
30
分
〜

16
時

場
所

大
田
原
自
然
の
家a

体
験
内
容

q
ミ
ニ
門
松
w
し
め
飾

り
e
鏡
も
ち
r
羽
子
板
t
こ
ま

※
午
前
と
午
後
で
、２
つ
の
作
業
内
容

を
体
験
し
ま
す
。

持
参
物

野
外
活
動
の
で
き
る
服
装
、

防
寒
着
、軍
手

参
加
費

１
人
７
０
０
円（
食
費
・
材

料
費
な
ど
）

定
員

30
家
族（
１
０
０
人
）

申
込
み

12
月
６
日（
火
）ま
で
に
、
q

〜
t
の
中
か
ら
希
望
す
る
体
験
内
容

を
２
つ
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電

話
番
号
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ

ー
ル
で
、申
込
先

冬
の
50
D
を
歩
く
少

年
の
旅

■
い
ず
れ
も

申
込
先

〒
７
４
５
｜
０
５
１
１
中
須
北
３
１
９
４

大
田
原
自
然
の
家a

1・
5
89
｜
０
４
６
１
、E
メ
ー
ル

ootabara@
city.shunan.yam

aguchi.jp

仲
間
と
一
緒
に
、４
日
間
か
け
て
約

50
D
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

長
い
道
の
り
を
歩
く
意
欲
が

あ
る
小
学
４
〜
６
年
生

開
催
日

12
月
25
日
（
日
）
〜
28
日

（
水
）３
泊
４
日

集
合
場
所

美
術
博
物
館
駐
車
場a

行
程

▽
１
日
目
…
美
術
博
物
館
駐

車
場（
バ
ス
で
移
動
）〜
高
瀬
B
〜
大
向

a

▽
２
日
目
…
大
向
〜
金
峰
山a

登

山
〜
金
峰
郷
〜
須
金a

▽
３
日
目
…

須
金
〜
一
升
谷a

〜
大
田
原
自
然
の

家
▽
４
日
目
…
大
田
原
自
然
の
家
〜

八
代
C（
バ
ス
で
移
動
）〜
美
術
博
物
館

駐
車
場

定
員

40
人

参
加
料

６
８
０
０
円（
宿
泊
費
、食

費
、保
険
料
、写
真
代
な
ど
）

申
込
み

12
月
10
日（
土
）ま
で
に
、住

所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
組
・
電
話
番

号
・
参
加
動
機
・
保
護
者
氏
名
を
、は
が

き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、申
込
先

福
祉
�

講
座
・
講
演
�



▼
日
時
／
11
月
19
日（
土
）10
時
〜
12
時

▼
場
所
／
徳
山
大
学
▼
定
員
／
１
５
０

人
▼
受
講
料
／
無
料
▼
申
込
み
／
講
座

名
・
氏
名
・
年
齢
を
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
で
、情
報
政
策
課
1
22
―
８
２
３

６
・
5
22
―
８
２
５
７
・
E
メ
ー
ルjoho@

city.shunan.yam
aguchi.jp

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
。
協
会
登
録
者
▼
日
時
／
11
月

20
日（
日
）９
時
〜
12
時（
雨
天
中
止
）▼

場
所
／
新
南
陽
浄
化
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
▼
種
目
／
一
般
男
・
女
の
部
、中
学
生

以
下
の
部
▼
参
加
料
／
１
人
６
０
０
円

（
協
会
登
録
者
は
１
人
１
０
０
円
）▼
申
込

み
／
11
月
11
日（
金
）ま
で
に
体
育
協
会

新
南
陽
支
部
1
62
―
２
６
７
８

秋
季
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
。
協
会
登
録
者
▼
日
時
／
11
月

27
日（
日
）９
時
〜
▼
場
所
／
新
南
陽
体

育
館
▼
種
目
／
混
合
の
部
・
女
子
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
の
部
▼
参
加
料
／
１
人
５
０
０
円（
協

会
登
録
者
は
無
料
）▼
申
込
み
／
11
月
10

日（
木
）ま
で
に
、参
加
料
を
添
え
て
、体

育
協
会
新
南
陽
支
部
1
62
―
２
６
７
８
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【
事
例
】「

総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴

訟
最
終
通
告
書
」
と
称
し
て
、

法
務
省
許
可
通
達
書
の
最
終
通
告
の

は
が
き
が
届
き
ま
し
た
。
覚
え
が
な
い

場
合
に
も
連
絡
を
す
る
よ
う
に
書
い
て

あ
り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、架
空
請
求
に
関
す
る
相

談
が
再
び
増
え
て
い
ま
す
。

は
が
き
に
は
、

▽
「
総
合
消
費
料
金
」、「
電
子
消
費
者

利
用
料
」
や
「
通
信
販
売
商
品
代

金
」
な
ど
が
未
納
で
あ
る

▽
連
絡
を
し
な
い
と
裁
判
所
に
出
廷
に

な
る

▽
給
料
、動
産
・
不
動
産
な
ど
の
差
し

押
さ
え
、強
制
執
行
を
承
諾
し
て
も

ら
う

▽
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
本
人
が

連
絡
す
る
こ
と

な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
「
取
り
下
げ
期

日
」
ま
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。

管
理
組
合
や
管
理
事
務
局
、弁
護

士
事
務
所
な
ど
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
が
、

実
在
し
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
を
し

て
、絶
対
に
電
話
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。は
が
き
の
内
容
な
ど
が
不
安
な
と

き
は
、す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
が
あ
る
場
合
は
、ま
ず
相
談
を

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
22
―
８

３
２
１

あ
る
日
突
然
届
く
、身
に
覚
え
の
な
い
支
払
い
請
求
の
は
が
き
。再
び
架
空

請
求
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

消
費
生
活�

の
知
恵�

身
に
覚
え
が
な
い

請
求
は
が
き
に
用
心
を

ＱＡ
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
大
会

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
す
る
人
。
連
盟
新
南
陽
支
部

登
録
者
▼
日
時
／
12
月
11
日（
日
）８
時

30
分
〜
▼
場
所
／
新
南
陽
体
育
館
▼
種

目
／
ト
リ
ム・
男
子
・
女
子
と
も
、40
歳
以

上
と
未
満
の
部
▼
参
加
料
／
１
人
５
０
０

円
、学
生
２
５
０
円（
連
盟
登
録
者
は
無
料
）

▼
申
込
み
／
12
月
３
日（
土
）ま
で
に
、体

育
協
会
新
南
陽
支
部
1
62
―
２
６
７
８

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

鹿
野
図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
図
書

を
、無
料
で
譲
渡
し
ま
す
。

▼
日
時
／
11
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

９
時
30
分
〜
17
時
▼
場
所
／
鹿
野
図
書

館
▼
譲
渡
冊
数
／
１
人
10
冊
以
内
▼
問

合
せ
／
鹿
野
図
書
館
1
68
―
４
１
４
１

紅
葉
の
高
瀬
湖
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

▼
日
時
／
11
月
19
日（
土
）８
時
45
分
〜

11
時
30
分（
受
け
付
け
は
８
時
30
分
〜
）

▼
集
合
場
所
／
島
地
川
ダ
ム
管
理
支
所

前
B
▼
内
容
／
紅
葉
を
満
喫
し
な
が
ら
、

高
瀬
湖
B
周
辺
道
を
ご
み
拾
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
産

業
振
興
課
1
61
―
４
１
０
８

ス
ポ
ー
ツ
�

催
し
�



最
近
家
を
建
て
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
が
、近
所
の

畑
な
ど
で
、ご
み
を
燃
や
し

て
い
る
人
が
い
ま
す
。洗
濯

物
や
布
団
に
煙
の
に
お
い
が

染
み
付
い
て
、と
て
も
不
愉

快
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。や
め
て
も
ら
え
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

あ
ら
ゆ
る
廃
棄
物
を
野
外
で
焼
却
す
る
こ
と

は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、農
・
林
・
漁
業
を
営
む
た
め
の
焼
却

や
、ど
ん
ど
焼
き
な
ど
風
俗
習
慣
上
の
焼
却
で
や

む
を
得
な
い
も
の
、ま
た
、た
き
火
な
ど
日
常
生

活
を
営
む
上
で
の
軽
微
な
焼
却
は
、例
外
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
場
合
も
、時
間
帯
や
風

向
き
な
ど
を
考
え
、周
辺
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

●
煙
に
関
す
る
こ
と
…
環
境
政
策
課

1
22
―

８
３
２
４
●
ご
み
の
焼
却
に
関
す
る
こ
と

…
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
22
―

８
３
０
３

【火災件数】4件（本年累計 48件）

11月9日（水）から15日（火）までの間、秋季全国火災予防運動が行われます

【交通事故件数】●死亡事故1人（本年累計7人）●傷者数89人（本年累計923人）

運転手は、夕方の明るいうちから前照灯を点け、車の接近を知らせ、危険を早く発見しましょう

みんなで支える下水道
（11月1日～15日）

■CCS（4チャンネル）
※須々万、長穂、中須は12チャンネル。

毎日6時・15時・22時

■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分

【人口】156,608人（前月比－32人）

［男］75,300人（前月比－18人）

［女］81,308人（前月比－14人）
●出生107人 ●死亡116人

●転入360人 ●転出383人

【世帯】65,782世帯（前月比＋43世帯）

平成17年10月1日現在

平成17年9月の発生件数

■鹿野学園祭

●日時／11月6日（日）10時～15

時●場所／鹿野学園成人部●内容／

ステージイベント、バザーなど●問合

せ／鹿野学園168―2189

■地域講座

●日時／11月8日（火）15時～16

時30分●場所／県周南総合庁舎A

●テーマ／さあ、パワーアップで今日

も元気！！～伝授します”動きの極意”

～●講師／豊
とよ

田
た

澄
すみ

江
え

さん（スポーツ

指導者）●参加料／無料●問合せ／

周南県民局A133―6401

■女性の人権ホットライン

女性をめぐる人権問題の解決に向け

た助言と相談を行います。●相談電話

番号／1083―920―1311●日

時／11月20日（日）10時～17時●問

合せ／県人権擁護委員連合会1083

―922―2295

■福寿荘職員の募集

●職種／介護職●対象／11月1日現

在45歳以下で、高校卒業以上の人●

勤務／変則勤務時間制、週休2日●採

用試験／11月下旬に、筆記・面接試

験と健康診断●給与など／新南陽福

祉の会の規定による、社会保険あり●

採用／平成18年4月1日●申込み／

11月16日（水）までに、履歴書を、郵

送または持参で、〒746―0104米

光361福寿荘B内社会福祉法人新南

陽福祉の会事務局167―2820

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

新
し
い
下
水
道
料
金
の
従
量
料

金
区
分
は
い
く
つ
に
分
け
ら
れ
る
？

q
７
ラ
ン
ク

w
８
ラ
ン
ク

e
９
ラ
ン
ク

応
募
方
法

11
月
11
日（
金
）必
着
で
、

ク
イ
ズ
の
答
え
、市
政
や
広
報
の
記
事
に

対
し
て
の
意
見
・
感
想
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
、は
が
き
で
、〒
７

４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通

１
―
１
周
南
市
政
策
調

整
課
広
報
広
聴
担
当
「
ク

イ
ズ
係
」

前
回
の
答
え

q
水
素

応
募
総
数
65
通
の
中
か
ら
抽
選

で
次
の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
石
森
瑳

季
子
さ
ん
、児
山
美
恵
子
さ
ん
、貞
弘
博

子
さ
ん
、野
村
道
子
さ
ん
、横
路
紀
久
子

さ
ん

正解
者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書カ
ードを

プレ
ゼン
ト

お便り

表紙のことば

ものづくりや科学技術に興味をもつきっかけづくりとして

企画された、徳山高専の出前講座「ロボットとふれあう会」

が、９月29日、徳山小学校で行われました。参加者した５年

生と６年生の児童は、教職員から人間とロボットのかかわり

や仕組みについて学び、ロボット体験では、初めて操縦する

動きや仕掛けに、驚きの歓声が上がりました。

市政情報番組周南市市政だより

個人情報の取り扱い

広報「しゅうなん」の募集記

事によって、市が収集した個人

情報については、担当所管で

管理し、収集した業務に限って

使用します。



広
報
し
ゅ
う
な
ん
編
集
／
周
南
市
政
策
調
整
課
〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1

1
0834-22-8232

5
0834-22-8224

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

Eメ
ー
ル
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
主
な
公
共
施
設
」
か
ら
各
課
へ

古
紙
100％

再
生
紙
使
用
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